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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、日本と韓国の初等教育において、英語学習動機の差異を明らかにすること
であった。日本の小学５・６年生812名、韓国の小学５・６年生809名を対象に調査した結果、日韓の小学生の英語学習
動機はどちらも同じ4因子構造をしており、それらのうち、「有用性」、「交流欲求」、「不安回避」の3因子で韓国の
方が日本よりも高いことなどが分かった。

研究成果の概要（英文）：This research illuminates differences in English Learning Motivation among 
students in Japan and South Korea. A study of 812 fifth and sixth students in Japan and 809 fifth and 
sixth students in South Korea showed that English Learning Motivation is composed of four factors, Korean 
students were at significantly higher level than Japanese students in usefulness, exchange desire and 
avoiding uneasiness.

研究分野：国際教育
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１．研究開始当初の背景 
 
日本の小学校では 2011 年度より外国語活
動が全面的に実施されている。学習指導要領
には、小学校外国語活動は５、６年生で年間
35 時間（週１時間程度）、原則として英語で
行うことが記載されている（文部科学省、
2008）。また、韓国では、1997年度より初等
学校３年生以上で英語教育を必修教科とし
て実施している。2012 年度からは初等学校
３、４年生で週２時間、５、６年生で週３時
間実施されている（高橋・柳、2012）。この
ように近年両国では、初等教育の高学年にお
ける英語教育を重要視する動きが共通して
見られる。また、英語に関する日本と韓国の
社会的環境の共通点としては、自国内の一般
的な生活の中で英会話を行う頻度が比較的
少ない、他言語話者との直接的な接触機会が
比較的少ないことなども挙げられる。初等教
育段階での英語学習は、動機づけが非常に重
要となる。日本の中教審の「初等中等教育文
化会（第 55回）・教育課程部会（第 66 回）
合同会議議事録」には外国語活動新設の目的
は「広い意味での外国語学習の導入であって、
何のために外国語を学ぶのかという動機づ
け、母語とは違う言葉でコミュニケーション
をする重要性、母語に対する認識を深める」
ことであるとしている（文部科学省、2007）。    
また、韓国の初等教育においても児童の英
語学習動機を高めることは重要な目標の一
つである。第７次改訂教育課程には「初等学
校の英語は英語に対する興味と関心を持っ
て、日常生活で使う基礎的な英語を理解して
表現する能力を育てるのを目標にする」と記
載されており、さらに具体的な目標には「英
語に対し興味と関心を持つ」という項目があ
る（カレイラ、2011）。このように両国の初
等教育における英語学習では、児童の英語学
習の動機づけを重要視しているが、日韓高学
年児童の英語学習動機の構造にはどのよう
な共通点や相違点が存在するのであろうか。
児童の英語学習動機に影響を及ぼすのは、授
業内容、学習環境、教師など学校に関する要
因だけでなく、家族や友人の国際性など間接
的な異文化接触による要因や、異文化受容に
関連した個人の性格や趣向なども要因とな
っていると考えられる。本研究は、このよう
な英語学習動機に及ぼす要因のプロセスに
も日韓の児童の間に共通点や相違点を明ら
かにすることで、児童の英語学習意欲を高め
る手立てを検討する上での一助としたいと
いう背景があった。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の主な目的は、日本と韓国の初等教
育の高学年児童において、１）英語学習動機
の差異を分散分析により明らかにする、２）
国別、海外経験別の英語学習動機に影響を及
ぼす要因のプロセスの差異を多母同時分析

により明らかにすることであった。また、集
計したデータを基に、日韓の小学生が感じる
教科書の印象と海外経験の関係及び外国の
イメージの差異を補足的に明らかにした。 
 
３．研究の方法 
 
日本での調査の協力者は、５・６年生合計

812名であった。対象とした７校はすべて異
なる都道府県の公立小学校であり、内訳は秋
田県秋田市 85 名、東京都杉並区 111 名、愛
知県豊田市 307名、徳島県石井町 82名、広
島県広島市 173名、大分県佐伯市 37名、鹿
児島県日置市 17 名であった。調査対象校は
できるだけ多様な地域と学校規模になるよ
うに選定した。全体の性別構成は、女子 406
名（50.0％）、男子 403名（49.6％）、不明３
名（0.4％）であった。 
一方、韓国での調査の協力者は、韓国の
５・６年生合計 809名であった。韓国はソウ
ルと地方の教育格差が激しいことなどを考
慮し、今回はソウルの学校２校、その他の地
方にある学校２校を調査した。対象とした４
校はすべて公立小学校であり、内訳について
はソウル特別市２校がそれぞれ 149名と 231
名、京畿道坡州（パジュ）市 224名、慶尚南
道金海（キメ）市 205名であった。全体の性
別構成は、女子 441 名（50.8％）、男子 394
名（48.7％）、不明４名（0.5％）であった。 
調査は日韓とも 2012 年６月から７月中旬
までの間に、学級担任を通して実施された。
質問紙の翻訳については、まず日本語で質問
紙を作成し、日本語が意味するものと韓国語
が同じとなるように細心の注意を払って翻
訳を行った。翻訳は、まず、韓国人研究者Ａ
（大学院博士課程後期２年／日本語検定１
級）に日本語から韓国語に翻訳してもらった。
次に、他の韓国人研究者Ｂ（大学院博士課程
後期２年／日本語検定１級）に、バックトラ
ンスレーションを行ってもらい、さらに、原
文との差異を両者で協議してもらいながら
検討、修正した。分析にあたっては、統計ソ
フト IBM SPSS Statistics Desktop Version 
20.0及び IBM SPSS Amos Version 20.0を使
用した。 
 
４．研究成果 
 
表１は、英語学習動機についての 20 項目
を因子分析（最尤法、プロマックス回転）し
た結果である。「有用性」、「内発的」、「交流
欲求」、「不安回避」の４因子が見出された。 
表２は、因子分析で得られた４因子の因子得
点の平均値について日韓の差を分散分析し
た結果である。「有用性」、「交流欲求」、「不
安回避」の３因子で、韓国の方が日本よりも
有意（p＜0.001）に高い結果と同じ結果とな
った。 
 
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
また、英語学習動機に影響を及ぼす要因を
共 分 散 構 造 分 析 に よ り 分 析 し た 。
CFI,RMSEA,AIC の適合度指標の数値から、３
要因のモデルが妥当であると判断し、国別
（図１）及び海外経験別（図２）による多母
集団同時分析を行った。国別の分析では、不
変配置が成り立つことが確認されたため、日
本と韓国の２群間でのパス係数の差の検定
を行った。検定の結果、「学校」から「交流
欲求」へのパスは日本の方が韓国よりも有意
（p＜0.05）に高く、逆に「家族・友人」か
ら「不安回避」へのパスは韓国の方が有意（p
＜0.001）に高かった。海外経験別の分析に
おいても、配置不変が成り立つことが確認さ
れたため、海外経験有無別の２群間でのパス
係数の差の検定を行った。検定の結果、「学
校」から「有用性」へのパスで海外経験がな
い群の方が、海外経験がある群よりも有意（p
＜0.01）に高かった。その他のパス係数の差
には有意差がなかった。 
初等教育段階の英語学習動機は相対的に
韓国の方が高いが、学校要因や家庭・友人要
因によってその影響の差異があることが確
認された。今後、日韓両国では、さらに異文
化間の移動が活発になることが予想される
が、海外経験がない児童にとっては学校での
英語教育が学習動機を高めるためにより重
要な役割を担うようになることが示唆され
た。 
 また、日本と韓国の小学校で使用されてい
る英語教材の外国の登場回数及び児童の海
外経験についての比較を行った結果、比較し
た日本の教材と韓国の教材では、韓国の方で
登場国数が多く、外国登場回数も多い傾向が
みられた。次に、日本と韓国の児童において
海外経験が英語教材の印象へ及ぼしている
影響の差異を多母集団同時分析により明ら
かにした（図３、図４）。「訪問外国数」や「海
外日数」からのパスには有意な差がなく、「異
文化興味」から「教科書理解」へのパスで韓
国が日本よりも有意に高かったのは、韓国の
教科書においては異文化に興味をもたせて
いることが教科書の理解につながっている
と解釈できる。実際に教科書の記述内容から
は、乗り物や食文化などの「異文化を英語で
学ぶ」という傾向がみられる。一方、日本の
英語教材の外国登場回数や内容は異文化に
興味を持たせる内容が乏しい。このことはそ
もそも日本の英語教材における学習内容の
分量が少ないことが起因しているとも考え
られる。また、異文化の登場回数が少ないだ
けではなく、異文化を英語で学ぶ内容になっ
ていないことも大きく影響していると考え
られる。いずれにせよ、今後、日本の英語教
材においては、児童に異文化への興味をもた
せ、理解を促すような工夫が求められる。反
対に日本の方で韓国よりも有意に高かった
のは、教科書好感から教科書理解である。教
科書の好感度が直接教科書理解につながっ



ているのは、日本の『英語ノート』や『Hi,  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

friends !』の学習内容が韓国の教科書に比
べ容易であるためではないかと考える。また、
日韓ともに児童の海外経験のうち、「海外日
数」から「教科書理解」へのパス係数が有意
（p <.05）になっていたことから、児童の長
期海外経験は教科書の理解を促すことが明
らかになった。 
さらに、日本と韓国の初等教育の高学年児
童における英語教材に登場する外国の国々
の好感度について多次元的な認知構造を明
らかにした上で（図５、図６）、日韓の児童
の外国好感度の差異を明らかにした。結果、
日本と韓国の児童は類似した認知構造であ
るという結果となり、「欧米か否か」という
次元と「政治的に対立する報道が多いか否
か」という次元が抽出された。また、日本の
児童にとっては韓国と中国が、韓国の児童に
とっては日本と中国が、それぞれ飛び抜けて
他国より遠くに位置していた。各国好感度の
平均値についての比較では、18 か国中、半数
の９カ国で韓国が日本に対して有意に高い
結果となった。海外経験別の分析では、実際
に訪問することでその国の好感度は高くな
る傾向が認められた。 
 今後の課題として、日本と韓国以外の国で
の児童がどのような英語学習動機や外国に
対する好感度を持っているのか等の調査を
行うことで、複眼的な解釈を加えていく必要
があると思われる。 
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